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情報通信産業とインターネット
　
　コンピュータ・半導体産業→部品

　通信産業、放送産業、他産業（コンテンツ、印刷、出版、音楽など）→応用

　インターネットによる統合（1990年代から）：拡大中・統合中、非常に有用

因果関係の流れ
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＜情報関係の仕事を変革＞

「インターネット」が出現→強力・便利・安価→急速成長→インターネット産業による統合が予測

インターネットの概要

　定義：コンピュータ（携帯を含む）をつなぐ

　　　　　ＰＣ（携帯端末も含む）

　　　　　ルータ（データ中継ぎ）　　　古いＰＣが有用
　　　　　サーバ（各種の仕事をする）
　　　　通信回線でつなぐ（銅線、光ファイバ、同軸ケーブル、電波）
　　　　ＩＰパケット（ＩＰ小包）でデータを送る（0と1をまとめたもの）
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「インターネットの経済学」郵便と類似

（1） 水平構造―郵便ネットワーク

送信者―――ポスト―――集配局―――中央局―――（配達）
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（２）垂直構造

便箋の中身――→ 封筒――→ 郵袋――→ トラック荷台／列車スペース
　　　　　　　　　　　　　　　企業・店舗・消費者　　スーパー／コンビニ

人・物　　人・物　　　　　人・物　　物流業者（商社）　　
列車　　　自動車・バス　　船舶　　　運輸業者　コンテナ　　　　　　　分業
線路　　　道路　　　　　　水路　　　道路事業者（管理者）

　　土地　　　　　　　　　海面　　　スペース（公共）　　
　モジュール構造（分業構造）

1． 縦割りやどんぶり勘定―非効率

2． それぞれの区分で、他と独立して進歩する／改良できる

3． 上下統合もある

（ＩＳＰ）

　方式　ＩＰプラットフォーム

　　　　　　ＩＰ方式（通信回路の共用方式）
　　　　　　モジュール構造

　　　　インターネット方式（やり方←統一）
· 実際のネットワークは分散型（ばらばら）
· 各ネットワークは勝手に動く

· 他のネットワークとの接続にはＩＰ方式の約束を守る（ＩＰ方式いがいの方式ではつなぐ相手がいない（５年前から））

1980年代後半（15年前）：メーカーごとのネットワーク方式（翻訳が必要）

　　　　　　　　　　　　ＩＢＭ，富士通・・・

1990年代前半：Ａ方式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界全体での通信方式

　　　　　　　 Ｂ方式　　　　　　　　　　　　　　競争　　　での統一

　　　　　　　 ＩＰ方式（少数派：大学・研究所）

なぜＩＰ方式が勝ったか（？）

　・分業構造　　　　ＩＰ方式
　　上下で分離

　・縦割り構造

　　ＩＢＭネットワーク　　ハードウェア　　すべて同一メーカーから入手

　　客の囲い込み　　　　　ソフトウェア　　（他メーカーとつなぐのに翻訳コンピュータがいる）

・インターネットシステム（現状）

　　効率が高い

　　安価に使える

　　→有用・成長

・インターネットと社会・歴史

　　新しいメディア→世界全体に普及


原始社会：音声　　　　　　　　　　　　
　　農業社会：文字と音声（数千年前）

　　工業社会：印刷技術（16世紀～）

　　大衆社会：ラジオ・テレビ・新聞（1920年～）

→民主主義の成長

（少数意見が埋もれる、テレビ≦24時間、新聞≦紙面制約）

　　情報化社会：インターネット（1/2家庭の普及）→少数意見の尊重― 情報スペースの　　　大幅拡大
　　（例）１．携帯電話／メール→若い世代の結びつき

　　　　　２．未知の人との通信

　　　　　　　　趣味による結合（インターネット碁）

　　　　　　　　ベンチャー企業

　　　　　　　　電子商取引（趣味の食品）

　　　　　　　　政治活動の場（一部の意見を尊重）

インターネットの形成と発展

　　　コンピュータ（50年前：第２次世界大戦終期）　　の結合

　　　電話（100年前から）

　Ａ．インターネット以前のネットワーク

　　　コンピュータを結合（電話回線）したもの

　　　ＴＳＳ：タイム・シェアリング・システム
（例）ＪＲの座席予約（1960年代はじめ）、航空会社の予約

従来方式
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ＴＳＳ方式（集中型ネットワーク）　現在でも使用
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（米）防衛／軍隊用のネットワーク　　　　　　
　　　　米ソ対立（冷戦）：1960年代         

　　　　防衛ネットワークの防衛　　　　　　　

　　　　TSS方式は弱い

　　　　大型コンピュータを破壊されれば

　　　　ネットワーク全体はダウン

ARPANET
・一部が壊れても全体が生き残るのびるタイプの建設→　分散型ネットワーク


・データの転送が問題

・まとまって送ると途中で切れたときに不都合（最初から開始）

・パケット通信の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

データ転送法

　・一括転送

　　バッチ転送

　・パケット転送

インターネットの歴史

Ａ．前史

Ｂ．Arpanetの時代（1960年代）

　　パケット転送方式（一般道路方式）　　専用レーン方式よりも効率的
　　　↓

　　大きな発明

　　情報の分割と統合（←デジタル技術）

　　　　アナログ方式では不可能―情報が一体化されているから
・柔軟なネットワーク

　　　戦時において、一部が破壊されても、大部分は生き残る

　・防衛省

　　　予算を出して、大学の研究者からシステム案を提出させる
→パケット方式
　　　

Ｃ．学術研究ネットワークの時代（1970年代）

　　（軍用と大学の共用）

　　1972：電子メール：文章だけ

　　　（主要なアプリケーション～20年間）―原始的な方式

　・インターネットの基本方式（1972）

　　　Kahn：オープンネットワークの４原則　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・独立性、対等

　　　　・ベストエフォート型：最大限努力（混雑したらデータは失われる）　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　―――大胆な提案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・ルータを使用

　　　　・分散型（中心がない）


　　　　・加入するとき無料

①「接続費用」は新規加入者の負担

　　　　②既存ネットワークは、「接続義務」を持つ（他者のための中継義務を持つ）　
　　　　

・ＴＣＰ／ＩＰ方式（Vincent Cerf）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　↑メール方式　↑アドレス方式

　　

　　ＩＰアドレス　　32個の0と1　
　　　　　　　　　　133.01.421.21　　　　　　　アドレス標準化

　　　　　　　　　　（ネットワーク上の住所）

　　ARPANET上で使用（1970年代後半）

　　（メールアドレス、Webアドレスの基本）　　
1980年代

　LANの成長

　（それまでは電話線：64k／秒＝64000字／秒―少しのデータしか送れない）
　→大量のデータを送る（太い線：100Mb／秒＝１億字／秒）

　　　携帯用電波（16k／秒＝16000字／秒、ＴＶの1／4000の電波）　　
　→ＬＡN用のケーブル（イーサネット）

・ＤＮＳ方式（ドメイン・ネーム・システム）

　　ＩＰアドレス（数字だけ）に代わってメールメールアドレス・ウェブアドレス（文字―わかりやすい）に使う　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　yamada@_ _ _ _ _.jp　　　　　　→ネットワーク
　　　　　→ＩＰアドレスに変換　　　　　経済成長

　　　余分のコスト、便利さは増大　　　　ＩＰ方式で統一　オープンネットワーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（他は何を使ってもよい、何を送ってもよい）　　→自由度が大　
他ネットワークとの競争

　メーカー主導：メーカー固有の設備（ユーザを囲い込む）

　他ネットワークのつながりが悪い

　（例）ＩＢＭ：ＳＮＡ方式を試みるが、限界に到達

　　　　民間企業／中小企業

　　　　　インターネットに加入／インターネットが成長

・インターネットの成長　　1991-98 クリントン・ゴア政権「情報ハイウェー」
　　営利企業も使い始める

　　（米）政府による援助（1980年中頃～1995年まで）

　　　　　（研究用ネット）

　　　　　バックボーン（米国内の幹線部分）を建設：国費

　　　　　→成長が加速　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「情報ハイウェイ政策」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
モデム 
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